
森林の有する多面的機能

①　水源かん養機能

②　山地災害防止機能

③　生活環境保全機能

④　保健文化機能

⑤　木材等生産機能

森林の公益的機能～森林は役に立っている？？？～

【出展：森林科学33（2001年10月）】



森林と土砂災害～なぜ、森林により崩壊が抑制される？～

山地災害防止機能

降　　　　雨
森林の根系による土の強度補強（網作用・杭
作用）→崩壊の発生を抑制

※　この効果は、根系の影響範囲である表
層（地下数m程度）に限られる。

樹冠により降
雨を遮断す
る→地表面
へ到達する
雨水が減少
する 森林土壌の発達により、表面流が発

生しにくい→表面侵食の抑制

下層植生が落葉落
枝の存在→雨滴に
よる土砂流出（雨滴
侵食）を防止

森林は、土砂災害の防止に大きく貢献している森林は、土砂災害の防止に大きく貢献している

①　土砂崩壊防止機能…森林の根系によるもの

②　土砂流出防止機能…森林の下層植生や落葉落枝によるもの

『もしも森林がなかったら…』
植生区分ごとの単位面積あたりの崩壊発

生箇所数

森林（針葉樹・広葉樹）を1.0とすると…

�　植林（幼齢林）・伐採跡地　　　3.2
�　草地　　　　　　　　　　　　　　　  3.0
�　荒廃地（裸地など）　　 　　　　18.4

（平成10年度吉野川上流域濁水対策検討業務委託成果より）



森林と土砂災害～森林は“いいことだらけ”？！～

森林が崩壊の発生を助長するケース

森林の地上部が風にあおられると、モーメント（回転しようとす
る力）が働き、地表部を撹乱する。そこへ雨水が浸透し、斜面を
不安定にする。

森林は、必ずしも山地災害防止機能を発揮する訳でない！！森林は、必ずしも山地災害防止機能を発揮する訳でない！！

根系の崩壊防止機能がはたらかないケース

・　深層崩壊（木の根よりも深いところで起こる崩壊）

・　土石流 ◆　根系の深さ：数10cm～2m程度
◆　がけ崩れ・表層崩壊の崩壊深：数10cm～2m程度
◆　深層崩壊の崩壊深：深いもので数10m



森林と土砂災害～森林と崩壊との関係～

～　平成10年度吉野川上流域濁水対策検討業務委託成果より　～

植生と崩壊との関係

①　崩壊の発生頻度は、伐採跡地が最も高い。

②　草地・広葉樹林（低木）では、崩壊発生頻度が比較
的高い。

③　荒廃斜面（裸地など）では、局地的に集中して崩壊が
発生する。

④　針葉樹林では、分布面積が大きいため崩壊の発生
数は大きいが、崩壊の発生率は小さい。

⑤　広葉樹林（高木）では、崩壊の発生頻度はやや高い。



参考資料

【「平成10年度吉野川上流域濁水対策検討業務委託成果」より】

表-　土地利用（植生）と崩壊地の関係

図-　崩壊（がけ崩れ）深さの出現率
【がけ崩れの実態（建設省河川局砂防部、1999年）より】







砂防堰堤による土砂捕捉状況

砂防施設が崩壊発生や土砂流出を軽減

朝谷第２堰堤、朝谷山腹工（高知県土佐郡大川村）

豪雨前の状況

朝谷川
朝谷山腹工

朝谷第２堰堤

崩壊箇所

土砂流出

朝谷山腹工

朝谷川砂防堰堤が
土砂を捕捉

朝谷第２堰堤

朝谷第２堰堤

豪雨後の状況



平成１６年８月１７日台風１５号
豪雨により、上流域で崩壊が発
生し、土石流となって流下したが
砂防堰堤が土石流を捕捉し、下
流の人家などへの被害を防いだ

　●イシガ谷堰堤
　　　平成３年１月完成
　　　Ｈ＝１４．５ｍ
　　　貯砂量　３，２００m3

　●保全対象
　　　人家戸数　３戸
　　　南川会館（町指定避難場所）
　　　南川老人憩いの家　

砂防堰堤が土石流を捕捉し、下流被害を軽減

イシガ谷堰堤（高知県土佐郡土佐町）

土石流発生前 土石流発生後

豪雨により発生
した崩壊

土石流として流下

保全対象人家

イシガ谷堰堤

土石流を
捕捉
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